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化学の力を利用して目には見えない
ナノレベルのものづくりで世界を先駆ける

注目の
研究

地域学部地域学科 地域創造コース
村田研究室

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には
使用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって
代えさせていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（月）

A4
トートバッグ

トリカツ！

教養の場

新任教員
紹介 地域学部地域学科 ／ 医学部医学科

教養科目「発達心理学」

誰もが輝く
キャンパスを
目指して

特集

10名様
合計

鳥取大学公式
Facebook & twitter

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

@tottori_univ
@toririn

フォローしてね
鳥取大学の　    をつぶやいています！今

体育会弓道部
心と技を磨き、弓道の真髄を目指す！



細井  由 彦 理事

ほ そ い  よ し ひ こ

ダイバーシティキャンパス
推進室長三好  凜 さん

み よ し  り ん

地域学部地域学科 2年
学生スタッフ

多
様
な
個
性
を
尊
重
す
る
た
め
に

　
海
外
や
県
内
外
か
ら
多
種
多
様
な
人
々
が

集
い
、
お
互
い
の
生
き
方
や
価
値
観
を
主
張
し

た
り
理
解
し
合
い
な
が
ら
、
私
た
ち
は
日
々

鳥
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
自
分

の
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
り
、
偏
見
や
差
別

を
受
け
た
り
、
何
か
し
ら
過
ご
し
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
く
み

上
げ
、
悩
み
や
不
安
の
解
消
へ
と
導
い
て
く
れ

る
の
が
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進

室
」（
以
下
、
推
進
室
）で
す
。

　
2
0
1
1
年
10
月
に「
男
女
共
同
参
画
推

進
室
」と
し
て
開
設
さ
れ
、
当
初
は
女
性
が
社

会
で
活
躍
す
る
た
め
の
支
援
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。「
そ
う
し
た
中
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
や
国
籍
、人
種
、宗
教
と
い
っ
た
、も
っ

と
広
汎
な
視
野
で
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
考
え

る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
次
第
に

〝
男
女
〞で
は
活
動
内
容
と
合
わ
な
く
な
り
、

2
0
1
9
年
4
月
に
名
称
を
変
更
し
た
の
で

す
」と
、
細
井
由
彦
室
長
は
推
進
室
の
歩
み
を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
講
演
会
等
で

L
G
B
T（
※
）当
事
者
の
話
を
聞
く
に
つ
れ
、

鳥
大
で
も
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
が
必

要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
」と
、
長
谷
順
子

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
も
言
葉
を
続
け
ま
す
。

　
と
は
い
え
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
環
境
を
少
し
変
え
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
て
も
、『
た
っ
た
1
人
の
た
め
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
？
』と
い
う
言
葉

が
返
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
事
者

は
困
っ
て
い
る
の
に
」と
長
谷
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
。
そ
こ
で
推
進
室
で
は
、
講
師
に
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
を
招
き
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
事
者

の
生
の
体
験
を
聞
く
の
が
一
番
よ
く
分
か
る

し
、
心
に
響
く
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

新
風
吹
き
込
む
学
生
の
力
！

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
室
員
の
先
生

方
主
体
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
向

け
の
支
援
よ
り
も
、
教
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
か
。

し
か
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
構
成
員
の
大
半
は
学
生
。

学
生
の
意
識
を
変
え
、
主
体
的
に
動
い
て
も

ら
う
こ
と
で
学
内
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
、
推
進
室
に

「
学
生
ス
タ
ッ
フ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。「
学
生

ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
っ
た
の
は
、
推
進
室
最
大
の

変
化
。
取
り
組
み
が
双
方
向
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、
長
谷
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
は
私
た
ち
を
歓

迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
次
の
ペー
ジ
か
ら
は
、学
生
ス
タ
ッ

フ
の
活
躍
を
含
め
、
推
進
室
が
取
り
組
ん
で

い
る
数
々
の
活
動
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

誰もが輝く
キャンパスを
目指して

特集

ダイバーシティ
キャンパス推進室
Webサイトは
こちら

性
別
や
年
齢
は
も
ち
ろ
ん
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、

障
が
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
様
性
を
享
受
す
る

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）」と
い
う
考
え
方
が
、

日
本
で
も
次
第
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
個
性
・
価
値
観
を
尊
重
し
、
偏
見
や

差
別
の
な
い
環
境
づ
く
り
は
、
本
学
に
お
い
て
も

大
き
な
目
標
。
そ
れ
に
尽
力
し
て
い
る
の
が
、

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
」で
す
。

今
特
集
で
は
そ
の
理
念
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

推
進
室
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

長谷  順 子 さん

な が た に  じ ゅ ん こ

ダイバーシティキャンパス
推進室コーディネーター

藤原  花 実 さん

ふ じ わ ら  は な み

地域学部地域学科 2年
学生スタッフ

広報誌「風紋」は、新型コロナウイルス感染防止対策を十分に行った上で取材・撮影をしています。
掲載写真は全て撮影時のみマスクを外しています。

※LGBT：Lesbian（女性同性愛者）、Gay（男性同性愛者）、Bisexual（両性愛者）、Transgender（心と体の性が一致していない者）の頭文字を組み合わせた、性的マイノリティ全般を表す言葉

学生スタッフがご紹介！
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子供を産んでからのことや
働く意識について
具体的に

聞くことができた
実際に働いておられる

女性研究者の方々の話を聞いて、
自分の考えていた将来像が
ガラリと変わる経験となった

女性が働く上で
どのような問題があるかを
改めて身近なものとして
考えることができた

相談窓口について

今までの訪問先

ダイバーシティキャンパス推進室
（地域学部棟 4階）内
月～金（平日）9：00～16：00

0857-31-5769 　　diversity@ml.adm.tottori-u.ac.jp

花王株式会社、小野薬品工業株式会社、オムロン株式会社、小林製薬株式会社、富士通株式会社、
大江ノ郷自然牧場有限会社ひよこカンパニー、寿製菓株式会社、

大山乳業農業協同組合、株式会社明治製作所、等

受付・相談時間
要事前
予約

ダイバーシティ
キャンパス推進室の
取り組み内容

女子学生のための企業見学会
女子学生のキャリアデザイン支援の一

環として、女性技術者・研究者にスポッ

トを当て、県内外の企業を見学します。

実際に働いている女性社員から志望

動機や仕事のやりがい、結婚・出産、

子育てと仕事との両立、キャリア形成

などについて直接話を伺うことができ

る絶好の機会！ 自身の将来像をより

具体的に考えられるようになります。

多様な生き方や価値観、人生設計やキャ

リアプランの考え方、子育てや介護といっ

たライフイベントのことなど、さまざまな

テーマでセミナーを実施しています。近年

はeラーニングシステムやオンライン配信

を活用、受講しやすくなったと評判です！

ダイバーシティの定義や推

進室の取り組み、男女共

同社会に関する法律・制

度など、私たち学生が今後

社会で活躍していくために

必要な知識を、全学共通

教育の大学入門ゼミ※で分

かりやすく教えてくれます。

1

4

3
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近
年
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性
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員
の

育
休
取
得
の
相
談
も

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
よ

出産・育児や介護等の

ライフイベントと仕事を両

立する上での不安や悩

みはもちろん、性自認・

性的指向など性的マイノ

リティに関する相談もでき

ます。キャンパス内の誰

でも利用可能です！

ダイキン工業

参加学
生の声

山陰
放送

第
一
線
で
活
躍
中
の

女
性
か
ら
生
の
声
を
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る

貴
重
な
体
験
で
す
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地域学部地域学科 2年
学生スタッフ
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い で  あ や か
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誰もが自分らしく生き、活躍できるダイバーシティキャンパスを目指して、

推進室では多様な取り組みを行っています。興味のあるもの、利用したい

ものがあれば、ぜひ一歩踏み出してみてください。

※一部の学科のみ
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学生スタッフの取り組み7

仕
事
と
家
庭

ど
ち
ら
も
大
事
に

で
き
ま
す
ね

5 共生環境づくり
多様なジェンダーに配慮された「オールジェンダートイレ」が、鳥取キャン

パスに2カ所、米子キャンパスに1カ所設置されています。また推進室

内にある「休憩室」は、妊娠・産後等で気分のすぐれないときや搾乳な

どに利用できます。誰もが過ごしやすいキャンパスってステキですね♪

報道などから過激派の活動が強く印象に残っているのですが、実は
「イスラーム」は「平和」という意味で、イスラム教は平和を重んじる宗
教です。礼拝や服装、ハラル※や食事の決まりのことなど知らないこと
がたくさんありますが、「知る」ことで差別や偏見、思い込みをなくそう
と、鳥大のeラーニングシステム「manaba」を活用して、昨年度の冬
にオンデマンドセミナーを開催しました。
3名のムスリムの留学生の協力を得て、イスラム教について話していた
だきました。その中で、食堂にハラル認証を受けた肉を使ったメニュー
がなく困っていると知り、驚きました。するとセミナー後、受講された
職員の方の働きかけで食堂にハラルメニューが復活、さらに新メ
ニューまでできたんです！ 小さな一歩ですが、新しい変化が起こった
ことがとてもうれしかったです。

職種や役職、勤務形態、性別などにかかわらず、キャンパス内に勤務する教職員

の皆さんに対してさまざまなサポートを行って、「働きやすさ」を応援しています。

鳥大の構成員である私たち学生から動き出すことでキャンパスが変わるのではないかと、昨年度から始まった

新しい活動です。現在スタッフは5名。ダイバーシティについて知識を深めながら、いろいろな人の話を聞き、

学生の視点で課題を取り上げ、“誰もが過ごしやすいキャンパス”につながるよう頑張っています！

出産・育児、介護等によ
り研究活動の時間を十分
に確保できない研究者
に、「研究支援員」を配
置し、キャリア形成・継続
を支援します。

6 教職員に向けた取り組み

　
推
進
室
は
、こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
啓

発
活
動
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た

学
生
ス
タ
ッ
フ
は
、今
年
度「
生
理
」を
テ
ー

マ
に
し
た
活
動
を
展
開
中
。ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、な
ん
と
3
5
0
名
以
上

の
女
子
学
生
・
教
職
員
の
方
か
ら
回
答
が
。

生
理
時
の
体
調
不
良
や
通
院
、経
済
的
負

担
な
ど
に
つ
い
て
多
数
ご
意
見
を
頂
い
た
の

で
、こ
れ
ら
を
基
に
生
理
の
時
も
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
実
践
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、男
女
共
同
参
画
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

へ
と
、よ
り
広
汎
な
捉
え
方
に
変
化
し
て
い
る

社
会
で
す
が
、改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
の
は
、〝
男
性
の
目
線
・
意
見
を
中
心
に
物

事
が
進
み
が
ち
〞と
い
う
現
実
。細
井
室
長
、長

谷
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、「
女
性
の
悩
み
や

苦
労
に
気
付
い
て
い
な
い
男
性
が
ま
だ
ま
だ

い
ま
す
。そ
れ
に
気
付
い
て
も
ら
う
よ
う
に
す

る
の
が
推
進
室
の
役
割
。女
性
へ
の
支
援
も

引
き
続
き
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
」と
話
さ

れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
も
、ま
ず
は
身
近
な
課

題
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

仕事時間が短縮され、
身体的な疲労を
抑えることができ、
ストレスも軽減した

研究支援員に
実験補助をしていただき、
子供達の急病時などに

スムーズに対応でき、体力的にも
精神的にも大変助かった

研究支援員が
研究に係る仕事を

かなり支援してくださったので、
学生の指導等の時間を
得ることができた

研究支援員制
度利用者の声

とりりんサマースクールの様子

研究支援員
制度

結婚や妊娠・出産、育児
や介護等、さまざまなライ
フイベントで利用できる休
業や勤務免除、短時間勤
務といった各種制度の情
報提供・取得の支援を
行っています。

ライフイベント
支援

教職員の子どもを対象と
した夏期学童保育。鳥
大ならではの工作や実
験、普段はなかなか入れ
ない学内施設の見学など
ができ、子どもたちの笑
顔があふれます。

「とりりんサマー
スクール」の開催

2020年度のテーマ 「イスラム教を知ろう」

ま
す
ま
す
広
が
る

ダ
イ
バ
ー
シ
ティ

ま
ず
は
意
識
改
革
か
ら

み
ん
な
に
や
さ
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と

進
化
中
で
す
！新

ハ
ラ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の

グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー

と
て
も
美
味
し
い
で
す
！

セミナー参加
者の声

ムスリムの方の
生の声を聴くことができたので、

理解が深まりました。

日本人だけが
住みやすい環境のままでは、
いろんな面で発展に

つながらないと感じました。

イスラム教の約束事を
異質に捉えることが
なくなりました。

マリナ さん
地域学部地域学科
マレーシア出身

 4年 4年

※ハラル：イスラム教の教えに則って許されるもの
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世
界
で
初
め
て
極
小
の

チ
ュ
ー
ブ
内
部
に
分
子
を
導
入

　
目
に
見
え
な
い
く
ら
い
の
小
さ
な
チ
ュ
ー

ブ
の
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
詰
め
る
こ

と
が
で
き
る
―
―
。
想
像
し
た
だ
け
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
の
体
を
構
成
す

る
細
胞
の
中
に
は
、
球
体
や
シ
ー
ト
、
ド
ー

ナ
ツ
状
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
状
の
タ
ン
パ
ク

質
が
存
在
し
て
お
り
、
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ（
微
小

管
）も
そ
の
一
つ
で
す
。
微
小
管
の
内
径
は

15
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル﹇
注
1
﹈程
度
で
、
髪
の
毛
の

5
千
分
の
1
ほ
ど
と
い

う
細
さ
。
そ
の
ナ
ノ
サ
イ

ズ
の
微
小
管
の
中
に
、
世

界
で
初
め
て
人
工
的
に

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
物
質
を
導

入
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

　
微
小
管
の
構
造
モ
デ

ル
を
手
掛
か
り
に
、
内

部
に
結
合
す
る
ペ
プ
チ
ド

﹇
注
2
﹈を
つ
く
り
、
そ
の

ペ
プ
チ
ド
に
タ
ン
パ
ク
質

や
金
属
な
ど
の
ナ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル﹇
注
3
﹈を
連
結
さ

せ
る
こ
と
で
、
微
小
管
の

中
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
入
れ
る
こ
と
を
可
能

に
し
ま
し
た（
図
1
）。

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
も
の
づ
く
り
は
、
部
品
は
も
の

す
ご
く
小
さ
い
で
す
が
、
自
分
で
好
き
な
よ

う
に
設
計
で
き
る
プ
ラ
モ
デ
ル
を
つ
く
る
の

と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
す
。
実
際
、
タ
ン
パ

ク
質
の
模
型
を
使
っ
て
ど
こ
が
ど
う
結
合
す

る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

目
に
は
見
え
な
い
サ
イ
ズ
の
も
の
を
扱
っ
て

い
る
た
め
、
導
入
で
き
た
こ
と
を
確
認
す
る

の
も
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
最
新
の
顕

微
鏡
や
化
学
的
な
手
法
を
駆
使
し
て
解
析

を
進
め
、
微
小
管
内
部
に
物
質
が
入
っ
て
い

る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

細
胞
の
機
能
制
御
や

ナ
ノ
マ
シ
ン
と
し
て
の
応
用
に
期
待

　
微
小
管
内
部
に
物
質
を
入
れ
る
と
、
ど
ん

な
こ
と
が
起
き
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
、
微
小
管
内
部
に
タ
ン
パ
ク
質
が

内
包
さ
れ
る
こ
と
で
、
従
来
よ
り
も
構
造
が

安
定
化
し
て
壊
れ
に
く
く
な
り
、
硬
さ
や
長

さ
、
運
動
速
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た（
図
2
）。
こ
の
よ
う
に
、
微
小
管
内

部
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
入
れ
て
、
そ
の
入

れ
た
も
の
に
よ
っ
て
微
小
管
に
ど
の
よ
う
な

変
化
が
起
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
性
質
を
付

加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
一
つ
一
つ

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
室

で
つ
く
っ
た
も
の
は
、
細
胞
の
機
能
制
御
を

試
み
る
細
胞
応
用
や
、
微
小
管
を
ナ
ノ
マ
シ

ン﹇
注
4
﹈と
し
て
利
用
す
る
材
料
応
用
の
分

野
で
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
微
小
管
は
、
細
胞
の
中
の
分
子
が
運
動
す

る
た
め
の
レ
ー
ル
と
い
う
、
重
要
な
役
目
を

担
っ
て
い
ま
す
。
細
胞
内
で
微
小
管
の
物
性

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
細
胞
の
形
状

や
運
動
、
成
長
な
ど
、
細
胞
の
運
命
を
操
作

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
細
胞
応
用
で
は
、

本
学
医
学
部
と
の
共
同
研
究
で
、
例
え
ば
あ

る
物
質
を
内
包
さ
せ
た
微
小
管
を
細
胞
内

に
入
れ
る
こ
と
で
細
胞
の
働
き
を
抑
制
し
た

り
、
特
定
の
光
を
当
て
た
時
に
の
み
そ
の
細

胞
の
構
造
を
変
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を

目
指
し
、科
学
的
な
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
微
小
管
の
中
に
コ
バ
ル
ト
と
白
金
の

合
金
を
入
れ
る
こ
と
で
、
磁
石
に
反
応
す
る

微
小
管
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
3
）。

材
料
応
用
で
は
、
北
海
道
大
学
と
の
共
同

研
究
で
、
こ
う
し
た
磁
石
に
反
応
性
の
あ
る

微
小
管
な
ど
を
利
用
し
て
、
将
来
、
体
内
の

目
的
の
場
所
ま
で
薬
を
輸
送
す
る
よ
う
な
ナ

ノ
マ
シ
ン
が
実
現
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
抗
が
ん
剤
を
入
れ
た
微
小

管
を
磁
石
に
よ
っ
て
が
ん
細
胞
ま
で
移
動
さ

せ
、
が
ん
細
胞
内
部
の
み
で
薬
の
効
果
を
発

揮
さ
せ
る
こ
と
で
よ
り
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
、

他
の
細
胞
へ
の
影
響
も
少
な
く
、
安
全
な
治

療
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の

も
の
づ
く
り
を
楽
し
む

　
私
た
ち
は〝
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
も
の
づ
く
り
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
〞と
し
て
、
微
小
管
の
中
に

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
入
れ
て
み
る
、
と
い
う

こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し

い
も
の
が
で
き
た
結
果
、
多
種
多
様
な
分
野

へ
と
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
得
ら
れ
た
知
見
が
応
用
に
つ
な
が
れ
ば
こ

れ
以
上
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で

純
粋
に
化
学
的
な
面
白
さ
を
重
視
し
、
新

規
構
造
体
の
開
発
や
新
し
い
現
象
の
発
見

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
世

界
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
、
想

像
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
ゼ
ロ

か
ら
新
た
な
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ

れ
か
ら
も
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
ま
だ
誰
も

や
っ
た
こ
と
が
な
い
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
も
の
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

化学の力を利用して
目には見えないナノレベルの
ものづくりで世界を先駆ける

小さな細胞の、さらにその中に広がるとてつもなく小さな世界には、
無限の可能性が広がっています。私たちは化学的なアプローチによって、
まだ誰も成しえたことのないナノレベルのものづくりに挑戦しています。
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て
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、
将
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的
に
ナ
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イ
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で
の
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械
の
開
発
も
可
能

と
さ
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て
い
る
。

図1　ペプチドを用いた微小管の中へのナノマテリアル導入

図2　緑色蛍光タンパク質の内包による微小管の高機能化
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08 07

世
界
で
初
め
て
極
小
の

チ
ュ
ー
ブ
内
部
に
分
子
を
導
入

　
目
に
見
え
な
い
く
ら
い
の
小
さ
な
チ
ュ
ー

ブ
の
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
詰
め
る
こ

と
が
で
き
る
―
―
。
想
像
し
た
だ
け
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
の
体
を
構
成
す

る
細
胞
の
中
に
は
、
球
体
や
シ
ー
ト
、
ド
ー

ナ
ツ
状
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
状
の
タ
ン
パ
ク

質
が
存
在
し
て
お
り
、
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ（
微
小

管
）も
そ
の
一
つ
で
す
。
微
小
管
の
内
径
は

15
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル﹇
注
1
﹈程
度
で
、
髪
の
毛
の

5
千
分
の
1
ほ
ど
と
い

う
細
さ
。
そ
の
ナ
ノ
サ
イ

ズ
の
微
小
管
の
中
に
、
世

界
で
初
め
て
人
工
的
に

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
物
質
を
導

入
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

　
微
小
管
の
構
造
モ
デ

ル
を
手
掛
か
り
に
、
内

部
に
結
合
す
る
ペ
プ
チ
ド

﹇
注
2
﹈を
つ
く
り
、
そ
の

ペ
プ
チ
ド
に
タ
ン
パ
ク
質

や
金
属
な
ど
の
ナ
ノ
マ
テ

リ
ア
ル﹇
注
3
﹈を
連
結
さ

せ
る
こ
と
で
、
微
小
管
の

中
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

を
入
れ
る
こ
と
を
可
能

に
し
ま
し
た（
図
1
）。

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
も
の
づ
く
り
は
、
部
品
は
も
の

す
ご
く
小
さ
い
で
す
が
、
自
分
で
好
き
な
よ

う
に
設
計
で
き
る
プ
ラ
モ
デ
ル
を
つ
く
る
の

と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
す
。
実
際
、
タ
ン
パ

ク
質
の
模
型
を
使
っ
て
ど
こ
が
ど
う
結
合
す

る
か
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
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で
は
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で

の
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に
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が
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で
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も
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、
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が
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の
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、
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の
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に
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と
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の
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を
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で
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を
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き
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と
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ま
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、
新
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の
が
で
き
た
結
果
、
多
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多
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な
分
野

へ
と
可
能
性
が
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が
っ
て
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く
こ
と
が
期
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さ
れ
ま
す
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得
ら
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た
知
見
が
応
用
に
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な
が
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こ

れ
以
上
の
こ
と
は
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ま
せ
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が
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に
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的
な
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を
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視
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、
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の
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現
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の
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ま
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。
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の
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、
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を
繰
り
返
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、
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も
の
を
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て
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こ
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ら
も
学
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ち
と
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緒
に
、
ま
だ
誰
も
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た
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と
が
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い
ナ
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レ
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ル
の
も
の
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を
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で
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た
い
と
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。
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図2　緑色蛍光タンパク質の内包による微小管の高機能化

図3　磁性ナノ粒子の内包による微小管の磁場に応答した配列化
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朝 市読 書 祭 り

地域の人 と々共に過ごし、暮らしに思いをはせる

ニプロ 松山株式会社、香美町役場、
岐阜県庁、総合食品商社 中村角株式
会社、株式会社ウッズカンパニー、
タルマーリー

研究室の毎年恒例行事「田植え」

直近5年以内の
卒業生の主な進路

村田研究室
地域学部地域学科 地域創造コース

村 田  周 祐 教授担当教員

　村田研究室が扱うのは、人々の普通の生活。日々の暮らしの中に、
人々が“無事に”“より豊かに”と築いてきたその土地なりの工夫や知
恵がある。学生たちは、日本民俗学の系譜に連なる社会学「生活論」
に基づき、調査地の住民たちと共に過ごして、その土地のありようや
これからに思いをはせる。
　村田教授は自身の研究で、アフリカ・ガーナの農村、千葉県鴨川
市の漁村、鳥取県智頭町の林業地など、さまざまな土地に滞在し、
一緒に作業しながら暮らしを見つめ続けている。そんな村田教授は、
学生たちにまず「何が好きなの？ 何を大切にしたいの？」と尋ねると
いう。学生たちはその答えを一生懸命に探し、自分の生まれ育った
村や、趣味を通じた集まり、地域の憩いの場など、多様なテーマに
たどり着く。そして、それぞれの調査地に出向き、人と出会って話し、
自分の身体で体験して感じたことを書き綴っていく。「ありのままの
生活を書くことは、結果として自分自身を振り返ることになります。
そこにある暮らしに飛び込み、過ごしていく中で変わっていく自分に
気付く。そういう体験をしてほしい」。自主性を尊重された環境で、
自分の考えをじっくりと醸成させていける研究室だ。

※撮影時のみマスクを外してます。

私 た  ち  の
研 究  室

　地元は兵庫県姫路市香寺町にある
集落で、毎秋、豊穣祭が行われてい
ます。祭りが近くなると、子どもたちが
太鼓の練習に出掛けたり、大人たち
が屋台の準備を始めたりと、地域全体
がざわつき始めます。夜な夜な響く太
鼓の音と、どこか楽しそうに忙しくして
いる大人たち。当日もにぎやかで好き
ですが、祭り前の「あ、そろそろ祭りだ」
という雰囲気に、胸をワクワクさせてい
ました。高校や大学の友達と話す中
で、暮らしの中にそういう感覚がある
のは珍しいことなんだと知りました。
地元の人たちに話を聞いたり、新たな
視点で祭り前の雰囲気を味わったりし
て、祭りが自分にとって、地域にとって
どんな存在なのか、改めて考えてみた
いと思っています。

ワクワクと胸躍る感覚
祭りのある生活を考える

ま ど の 　 か い

眞殿　海 さん

地域学部地域学科 地域創造コース3年

　地元の鳥取市布勢で長く開かれて
いる朝市に通っています。毎週水曜
日と日曜日に開かれていて、地区内の
70～80代のおばあちゃんたちが自分
の畑で採れた野菜を出していますが、
私が興味を持っているのは朝市そのも
のというよりも、終わった後に開かれる
おばあちゃんたちの井戸端会議です。
お客さんがいなくなったら早々に近く
の小屋へ引き上げて、にぎやかなお
しゃべりが始まります。でも、「家では
若い人たちと時間が合わないから全
然話さない」というおばあちゃんもい
て、私も、ここではよく話すけど、別の
場所ではほとんど話さないということ
があるなと気が付きました。おばあちゃ
んたちの暮らしと朝市の関係を、通い
続ける中で感じたいと思っています。

おばあちゃんたちの
暮らしに元気を与える朝市

さ と う  ゆ き

佐藤  悠 希 さん

地域学部地域学科 地域創造コース3年

　鳥取市内の本屋で月1回開かれて
いる「読書会」に参加しています。読
書会では、同じ本の同じ章を読んだ
感想を参加者同士で語り合います。
読書は1人で楽しむものだと思ってい
ましたが、読書会に参加して「本を読
む」という行為のまた違う魅力に触れ
ることができました。同じところを読ん
でも、印象に残る文章やそこから感じ
ることは人それぞれ違っていて、感想
を聞くだけでその人のことを少し深く
知れたような気がしました。その読書
会は30年以上続いていて、長年参加
している人や突然ふっと訪れた人な
ど、さまざまな背景の人たちを受け入
れてきています。参加者は何を求めて
読書会に来られているのか、自分もそ
の中に身を置きながら考えています。

本について語り合う空間
読書会に求めるものとは

も り も と  り ゅ う や

森本  龍 哉 さん

地域学部地域学科 地域創造コース4年

暮らしの場に飛び込み、住む人の立場になって
地域のこれからを考えています
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心と技を磨き、弓道の真髄を目指す！

C H E C K  T H I S  O U T !

鳥  大  生  の  活  躍  を  紹  介  し  ま  す

仲
間
を
信
じ
、
力
を
合
わ
せ
て

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
頂
点
に
！

　

今
年
4
月
、
島
根
県
出
雲
市
で
開
催
さ

れ
た
第
54
回
中
国
学
生
弓
道
競
技
大
会
に

お
い
て
本
学
体
育
会
弓
道
部
の
男
子
団
体

チ
ー
ム
が
4
年
ぶ
り
5
回
目
の
優
勝
に
輝
い

た
と
い
う
、
う
れ
し
い
知
ら
せ
が
舞
い
込
ん

だ
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
男
子
個
人
で
は
竹

平
和
生
さ
ん（
農
学
部
2
年
）が
準
優
勝
、

大
会
の「
優
秀
射
士
」に
も
選
ば
れ
た
と
い

う
か
ら
す
ご
い
。

　

主
将
の
木
挽
哲
星
さ
ん（
工
学
部
3
年
）

は
、「
弓
道
は
個
人
競
技
だ
け
ど
、
誰
か
の

調
子
が
悪
か
っ
た
ら
別
の
メ
ン
バ
ー
が
補
う

と
い
っ
た
形
で
、
選
手
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
得
ら
れ
た
勝
利
で
す
。
後
輩
た
ち
に
い
い

姿
を
見
せ
ら
れ
て
良
か
っ
た
」と
、
快
挙
の

喜
び
を
口
に
し
た
。
昨
年
度
の
同
大
会
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
た
め
2
年
ぶ
り

の
開
催
で
あ
り
、し
っ
か
り
と
し
た
感
染
防

止
対
策
の
下
、
各
校
が
一
堂
に
会
し
て
競
技

で
き
た
こ
と
も
大
き
な
感
動
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

部
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
苦
し
い

日
々
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
気
持
ち
を
強
く

保
ち
、
大
会
前
は「
毎
日
必
ず
弓
を
引
く
」

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
平
常
心
を
保
つ
」「
最
初

の
1
本
を
大
事
に
」な
ど
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
を
掲
げ
、コ
ツ
コ
ツ
と
稽
古
に
励
ん
で

き
た
と
い
う
。

心
技
の
追
求
あ
っ
て
こ
そ
の
強
さ

　

週
4
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
道
場
で
部
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
、

28
ｍ
先
の
的
を
見
つ
め
、力
強
く
弓
を
引
く
。

心
身
が
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
矢
を
放

つ
。「
タ
ン
！
」と
小
気
味
よ
い
音
を
立
て
、

矢
が
的
に
当
た
る
瞬
間
は
実
に
爽
快
だ
。

　

試
合
は
的
中
数
で
勝
敗
が
決
ま
る
が
、
弓

道
は
矢
を
当
て
る
だ
け
が
全
て
で
は
な
い
。

一
連
の
基
本
動
作
や
姿
勢
を
正
し
く
行
い
、

礼
節
を
重
ん
じ
、
そ
の
修
錬
の
過
程
で
自
分

の
心
を
磨
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
。

「
弓
を
引
く
過
程
を
研
究
す
る
こ
と
に
は

ま
っ
て
い
る
」「
的
中
数
よ
り
も
射
法
や
射
形

の
美
し
さ
を
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
う

れ
し
い
」と
、
武
道
な
ら
で
は
の
深
い
魅
力

に
の
め
り
込
ん
で
い
る
部
員
も
い
る
。

　
「
部
活
動
中
は
上
級
生
が
後
輩
に
射
法
を

指
導
し
た
り
、
お
互
い
に
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク

し
合
っ
た
り
と
、
部
員
同
士
で
教
え
合
う
。

だ
か
ら
、
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
」と
木
挽
さ
ん
。「
1
、
2

年
生
は
す
ご
く
練
習
熱
心
で
、
弓
道
に
し
っ

か
り
向
き
合
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
こ
の
熱

意
は
き
っ
と
、
次
の
大
会
に
も
い
い
影
響
を

及
ぼ
す
は
ず
」と
期
待
す
る
。
和
気
あ
い
あ

い
と
弓
道
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
そ
の
真
髄

に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
精
進
す
る
若
き
射

士
ら
の
真
剣
な
眼
差
し
が
頼
も
し
い
。

体育会弓道部

※撮影時のみマスクを外してます。

第54回中国学生弓道競技大会
男子団体 優勝

久しぶりに各大学が顔を合わせての大会で、緊張の
せいか、予選の1立目は普段の6割しか力が出せず…。
しかし気持ちを切り替えて臨んだ2、3立目は復調、決
勝進出を果たしました。
決勝は6校の総当たり戦。3試合目までは僅差を制し
て順調に勝ちを重ね、迎えた4試合目の相手は強豪・
岡山商科大学。全体の的中は同数だったので、6人
の1射目の的中数を比べ、わずか1本差で惜敗。非常
に悔しい1戦でした。最後は、3勝1敗同士で並ぶ岡
山理科大学との大一番。17対16と1本差で勝利して、
4勝1敗という成績で優勝することができました！

２年 竹平和生さん
男子個人 準優勝
約30名で争った個人決勝は、外したらそこで終わりと
いう「射詰（いづめ）」での戦いでした。4射連続で的中！ 
3名が残った5射目からは一回り小さい八寸的（直径約
24cm）に。2射的中、3射目で外したものの、グッと集
中できたことが勝因です。

こ
の
大
会
の
男
子
団
体
戦
は
、
射
手

6
名
の
的
中
数
で
競
わ
れ
る
。
予

選
は
1
人
4
射
を
3
回
行
う「
4
ツ

矢
3
立
」で
行
い
、
上
位
6
校
が
決

勝
に
進
出
。
決
勝
は
総
当
た
り
戦
、

「
4
ツ
矢
1
立
」で
競
う
。

本
来
で
あ
れ
ば
予
選
・
決
勝
と
も
、

的
中
数
が
同
じ
場
合
は
同
中
競
射

を
行
う
が
、
第
54
回
大
会
は
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
1
射
目
の
的
中

を
比
較
し
て
勝
敗
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
に
最
初
の
1
本
の
重
み
が

大
き
く
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る

戦
い
と
な
っ
た
。

団
体
戦
の
ル
ー
ル
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年
）

は
、「
弓
道
は
個
人
競
技
だ
け
ど
、
誰
か
の

調
子
が
悪
か
っ
た
ら
別
の
メ
ン
バ
ー
が
補
う

と
い
っ
た
形
で
、
選
手
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
得
ら
れ
た
勝
利
で
す
。
後
輩
た
ち
に
い
い

姿
を
見
せ
ら
れ
て
良
か
っ
た
」と
、
快
挙
の

喜
び
を
口
に
し
た
。
昨
年
度
の
同
大
会
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
さ
れ
た
た
め
2
年
ぶ
り

の
開
催
で
あ
り
、し
っ
か
り
と
し
た
感
染
防

止
対
策
の
下
、
各
校
が
一
堂
に
会
し
て
競
技

で
き
た
こ
と
も
大
き
な
感
動
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

部
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
苦
し
い

日
々
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
気
持
ち
を
強
く

保
ち
、
大
会
前
は「
毎
日
必
ず
弓
を
引
く
」

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
平
常
心
を
保
つ
」「
最
初

の
1
本
を
大
事
に
」な
ど
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
を
掲
げ
、コ
ツ
コ
ツ
と
稽
古
に
励
ん
で

き
た
と
い
う
。

心
技
の
追
求
あ
っ
て
こ
そ
の
強
さ

　

週
4
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
道
場
で
部
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
、

28
ｍ
先
の
的
を
見
つ
め
、力
強
く
弓
を
引
く
。

心
身
が
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
矢
を
放

つ
。「
タ
ン
！
」と
小
気
味
よ
い
音
を
立
て
、

矢
が
的
に
当
た
る
瞬
間
は
実
に
爽
快
だ
。

　

試
合
は
的
中
数
で
勝
敗
が
決
ま
る
が
、
弓

道
は
矢
を
当
て
る
だ
け
が
全
て
で
は
な
い
。

一
連
の
基
本
動
作
や
姿
勢
を
正
し
く
行
い
、

礼
節
を
重
ん
じ
、
そ
の
修
錬
の
過
程
で
自
分

の
心
を
磨
く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
。

「
弓
を
引
く
過
程
を
研
究
す
る
こ
と
に
は

ま
っ
て
い
る
」「
的
中
数
よ
り
も
射
法
や
射
形

の
美
し
さ
を
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
う

れ
し
い
」と
、
武
道
な
ら
で
は
の
深
い
魅
力

に
の
め
り
込
ん
で
い
る
部
員
も
い
る
。

　
「
部
活
動
中
は
上
級
生
が
後
輩
に
射
法
を

指
導
し
た
り
、
お
互
い
に
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク

し
合
っ
た
り
と
、
部
員
同
士
で
教
え
合
う
。

だ
か
ら
、
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
」と
木
挽
さ
ん
。「
1
、
2

年
生
は
す
ご
く
練
習
熱
心
で
、
弓
道
に
し
っ

か
り
向
き
合
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
こ
の
熱

意
は
き
っ
と
、
次
の
大
会
に
も
い
い
影
響
を

及
ぼ
す
は
ず
」と
期
待
す
る
。
和
気
あ
い
あ

い
と
弓
道
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
そ
の
真
髄

に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
精
進
す
る
若
き
射

士
ら
の
真
剣
な
眼
差
し
が
頼
も
し
い
。

体育会弓道部

※撮影時のみマスクを外してます。

第54回中国学生弓道競技大会
男子団体 優勝

久しぶりに各大学が顔を合わせての大会で、緊張の
せいか、予選の1立目は普段の6割しか力が出せず…。
しかし気持ちを切り替えて臨んだ2、3立目は復調、決
勝進出を果たしました。
決勝は6校の総当たり戦。3試合目までは僅差を制し
て順調に勝ちを重ね、迎えた4試合目の相手は強豪・
岡山商科大学。全体の的中は同数だったので、6人
の1射目の的中数を比べ、わずか1本差で惜敗。非常
に悔しい1戦でした。最後は、3勝1敗同士で並ぶ岡
山理科大学との大一番。17対16と1本差で勝利して、
4勝1敗という成績で優勝することができました！

２年 竹平和生さん
男子個人 準優勝
約30名で争った個人決勝は、外したらそこで終わりと
いう「射詰（いづめ）」での戦いでした。4射連続で的中！ 
3名が残った5射目からは一回り小さい八寸的（直径約
24cm）に。2射的中、3射目で外したものの、グッと集
中できたことが勝因です。

こ
の
大
会
の
男
子
団
体
戦
は
、
射
手

6
名
の
的
中
数
で
競
わ
れ
る
。
予

選
は
1
人
4
射
を
3
回
行
う「
4
ツ

矢
3
立
」で
行
い
、
上
位
6
校
が
決

勝
に
進
出
。
決
勝
は
総
当
た
り
戦
、

「
4
ツ
矢
1
立
」で
競
う
。

本
来
で
あ
れ
ば
予
選
・
決
勝
と
も
、

的
中
数
が
同
じ
場
合
は
同
中
競
射

を
行
う
が
、
第
54
回
大
会
は
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
1
射
目
の
的
中

を
比
較
し
て
勝
敗
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
に
最
初
の
1
本
の
重
み
が

大
き
く
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る

戦
い
と
な
っ
た
。

団
体
戦
の
ル
ー
ル
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M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

医学部医学科
脳神経医科学講座

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　

私
は
学
生
の
頃
か
ら
精
神
医
学
に
興

味
を
持
ち
、
母
校
の
精
神
科
に
入
局
し

ま
し
た
。
特
に
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を

扱
う「
児
童
精
神
科
」と
い
う
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
不
思
議
な
世
界
に
魅
了
さ

れ
、
こ
の
道
を
専
門
に
し
ま
し
た
。
一
旦

大
学
を
離
れ
、
子
ど
も
病
院
に
て
幼
少

期
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
お
子
さ
ん
の
治
療
に
従
事
し
ま

し
た
。
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
ど
ん
な

に
逆
境
的
な
環
境
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
、
適
切
な
治
療
環
境
で
大
き
く
成

長
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。〝
治
療
〞だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の〝
成
長
〞を

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
児
童
精
神

科
の
醍
醐
味
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
、
外
来
受
診
す
る
お
子
さ

ん
の
多
く
が
何
ら
か
の
メ
デ
ィ
ア
に
依

存
し
、
生
活
に
影
響
を
き
た
す
状
況
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
そ
の
背
景
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
困
難
さ

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
ゲ
ー
ム
や
動
画

に
癒
し
を
求
め
る
傾
向
を
感
じ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
一
概
に「
ゲ
ー
ム
が

悪
い
！
」と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

ゲ
ー
ム
の
利
点
と
注
意
点
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
治
療
の
場
で
伝
え
ら
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
が
必
要
と
感
じ
、
現
在
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
随
分
と
回
り
道
を
し
て
鳥
取
大

学
に
入
学
し
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
ま
し
た
。
人
生
に
無
駄
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
生
活
で
サ
ー
ク
ル
や
海
外
旅

行
な
ど
数
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
必
ず

ご
自
身
の
将
来
に
役
立
つ
は
ず
で
す
！

　

令
和
3
年
4
月
1
日
よ
り
、
鳥
取
大
学

医
学
部
医
学
科
脳
神
経
医
科
学
講
座
精

神
行
動
医
学
分
野
の
助
教
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
出
身
は
兵
庫
県
香
美
町
で
、

幼
い
頃
よ
り
鳥
取
市
は
生
活
圏
で
あ
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
に
藤
田
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
後
期
研
修
よ
り
県
内
の
倉
吉

病
院
精
神
科
へ
就
職
し
、
平
成
29
年
に
鳥

取
大
学
医
学
部
精
神
科
に
医
員
と
し
て

採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
師
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
臨
床
中
心

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
母
乳

栄
養
が
児
の
神
経
発
達
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

の
感
覚
過
敏
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

障
害
の
緩
和
や
予
防
が
で
き
る
薬
剤
の

開
発
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

精
神
科
は
心
と
脳
を
診
療
の
対
象
と

す
る
科
で
す
。
心
の
働
き
は
目
で
見
え

ず
、
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
い
た
め
診
断
や
治
療
の
標
準
化

が
難
し
い
診
療
科
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
々
自
身
の
知
識
や
経
験
を
総

動
員
し
、
想
像
力
を
働
か
せ
治
療
に
あ

た
る
こ
と
で
患
者
様
が
私
達
の
予
想
を

超
え
る
回
復
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

医
師
と
し
て
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る

科
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
取
大
学
の
学
生
さ
ん
は
真
面
目
で

質
問
も
積
極
的
で
あ
り
、
探
究
心
の
強

い
学
生
さ
ん
が
多
い
印
象
で
す
。
講
義

の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
学
生
さ
ん
と
一
緒

に
私
も
教
員
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

摩
訶
不
思
議
な
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
探
求

鳥
取
県
で
こ
れ
か
ら
も
医
師
と
し
て
成
長
し
た
い

大立  博 昭 助教

お お だ ち  ひ ろ あ き

専門 児童思春期精神医学
趣味 子どもとポケモンカードで遊ぶこと

医学部医学科
脳神経医科学講座

鳥取大学着任日：2021年4月1日

太田  三 恵 助教

お お た  み つ え

専門 精神科／精神薬理学
趣味 読書／ゴルフ

地域学部地域学科
人間形成コース

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　

私
は
、
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
在
日

朝
鮮
人
3
世
で
す
。
祖
父
と
祖
母
が
日

本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
か
ら

日
本
に
渡
り
、
父
と
母
も
日
本
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
在

日
朝
鮮
人
が
通
う
朝
鮮
学
校
で
学
び
、

東
京
学
芸
大
学
、
一
橋
大
学
の
大
学
院

を
修
了
し
ま
し
た
。

　

私
の
問
題
関
心
は
、
国
籍
や
民
族
、

出
身
地
、
宗
教
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、

障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
人
々

が
平
等
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
け
る
か
、
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
排
除
や
社
会
の
分
断
が
、
弱
ま

る
ど
こ
ろ
か
強
ま
っ
て
い
る
と
さ
え
言

わ
れ
る
今
日
、
こ
の
問
い
に
挑
む
こ
と

は
、
時
に
絶
望
感
を
覚
え
さ
せ
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
絶
望
を

前
に
歩
み
を
止
め
て
も
、
社
会
は
何
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
共
生
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
。
こ
の
こ
と
は
社
会
の
担
い
手
た
る

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
遠
い
世
界
の
こ

と
と
し
て
で
は
な
く
、
足
元
か
ら
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な
の

で
す
。

　

私
は
そ
の
あ
り
方
を
、
学
生
の
皆
さ

ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
大
切
に
し
た
い
の
は
、

平
易
な「
正
解
」を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
意
味
の
あ
る「
問
い
」を
立
て
る
と

い
う
姿
勢
で
す
。
学
び
問
う
場
で
あ
る

大
学
で
、
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
こ

と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
17
年
間
、
岡
山
県
の
公

立
高
校
で
教
諭
と
し
て
英
語
を
指
導
し

て
い
ま
し
た
。
自
分
が
英
語
を
教
え
る

立
場
か
ら
、
英
語
を
教
え
る
立
場
の
人

を
教
え
る
立
場
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か（
や
や
こ
し

い
で
す
ね
）。
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
専

門
は
英
語
教
育
学
で
す
。

　

英
語
に
限
ら
ず
言
語
指
導
で
は
、
唯

一
無
二
の
ベ
ス
ト
な
指
導
法
な
ど
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
目
の
前
に
い
る
児
童
・

生
徒
に
適
し
た
ベ
タ
ー
な
指
導
法
を
、

常
に
模
索
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
英
語
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
を
蓄
え
る
だ
け
で
な
く
、
常
に
知
識

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
り
、
今
の
自
分

の
指
導
法
が
適
切
か
ど
う
か
を
検
証
し

た
り
す
る
、
い
わ
ば
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
能

力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
の
趣
味
は
ス
ニ
ー
カ
ー

収
集
な
の
で
す
が
、
ス
ニ
ー
カ
ー
も
日

頃
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
や
ら
な

い
と
、
数
年
で
加
水
分
解
を
起
こ
し
て

ダ
メ
に
な
る
の
と
同
じ
で
す
ね（
笑
）。

　

こ
れ
ま
で
鳥
取
に
は
、
学
部
生
の
頃
、

数
回
仲
間
と
砂
丘
付
近
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
程
度
で
す
。
鳥
取
市
民
に
な
っ

て
数
カ
月
が
た
つ
の
で
す
が（
7
月
9

日
現
在
）、
新
型
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
あ

り
、
観
光
ら
し
い
観
光
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
お
気
に
入
り
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
共
に
生
き
る
」
―
そ
の
あ
り
方
を
問
い
考
え
る

英
語
指
導
も
ス
ニ
ー
カ
ー
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
事

呉  永 鎬 准教授

お  よ ん ほ

専門 教育社会学／教育史
趣味 ピアノ

地域学部地域学科
人間形成コース

鳥取大学着任日：2021年4月1日

青山　聡 講師

あ お や ま  さ と し

専門 英語教育学／第二言語習得／応用言語学
趣味 掃除／スニーカーを愛（め）でること
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新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

医学部医学科
脳神経医科学講座

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　

私
は
学
生
の
頃
か
ら
精
神
医
学
に
興

味
を
持
ち
、
母
校
の
精
神
科
に
入
局
し

ま
し
た
。
特
に
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を

扱
う「
児
童
精
神
科
」と
い
う
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
不
思
議
な
世
界
に
魅
了
さ

れ
、
こ
の
道
を
専
門
に
し
ま
し
た
。
一
旦

大
学
を
離
れ
、
子
ど
も
病
院
に
て
幼
少

期
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
お
子
さ
ん
の
治
療
に
従
事
し
ま

し
た
。
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
ど
ん
な

に
逆
境
的
な
環
境
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
、
適
切
な
治
療
環
境
で
大
き
く
成

長
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。〝
治
療
〞だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の〝
成
長
〞を

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
児
童
精
神

科
の
醍
醐
味
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
、
外
来
受
診
す
る
お
子
さ

ん
の
多
く
が
何
ら
か
の
メ
デ
ィ
ア
に
依

存
し
、
生
活
に
影
響
を
き
た
す
状
況
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
そ
の
背
景
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
困
難
さ

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
ゲ
ー
ム
や
動
画

に
癒
し
を
求
め
る
傾
向
を
感
じ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
一
概
に「
ゲ
ー
ム
が

悪
い
！
」と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

ゲ
ー
ム
の
利
点
と
注
意
点
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
治
療
の
場
で
伝
え
ら
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
が
必
要
と
感
じ
、
現
在
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
随
分
と
回
り
道
を
し
て
鳥
取
大

学
に
入
学
し
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
ま
し
た
。
人
生
に
無
駄
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
生
活
で
サ
ー
ク
ル
や
海
外
旅

行
な
ど
数
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
必
ず

ご
自
身
の
将
来
に
役
立
つ
は
ず
で
す
！

　

令
和
3
年
4
月
1
日
よ
り
、
鳥
取
大
学

医
学
部
医
学
科
脳
神
経
医
科
学
講
座
精

神
行
動
医
学
分
野
の
助
教
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
出
身
は
兵
庫
県
香
美
町
で
、

幼
い
頃
よ
り
鳥
取
市
は
生
活
圏
で
あ
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
に
藤
田
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
後
期
研
修
よ
り
県
内
の
倉
吉

病
院
精
神
科
へ
就
職
し
、
平
成
29
年
に
鳥

取
大
学
医
学
部
精
神
科
に
医
員
と
し
て

採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
師
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
臨
床
中
心

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
母
乳

栄
養
が
児
の
神
経
発
達
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害

の
感
覚
過
敏
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

障
害
の
緩
和
や
予
防
が
で
き
る
薬
剤
の

開
発
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

精
神
科
は
心
と
脳
を
診
療
の
対
象
と

す
る
科
で
す
。
心
の
働
き
は
目
で
見
え

ず
、
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
い
た
め
診
断
や
治
療
の
標
準
化

が
難
し
い
診
療
科
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
々
自
身
の
知
識
や
経
験
を
総

動
員
し
、
想
像
力
を
働
か
せ
治
療
に
あ

た
る
こ
と
で
患
者
様
が
私
達
の
予
想
を

超
え
る
回
復
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

医
師
と
し
て
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る

科
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
取
大
学
の
学
生
さ
ん
は
真
面
目
で

質
問
も
積
極
的
で
あ
り
、
探
究
心
の
強

い
学
生
さ
ん
が
多
い
印
象
で
す
。
講
義

の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
学
生
さ
ん
と
一
緒

に
私
も
教
員
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

摩
訶
不
思
議
な
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
探
求

鳥
取
県
で
こ
れ
か
ら
も
医
師
と
し
て
成
長
し
た
い

大立  博 昭 助教

お お だ ち  ひ ろ あ き

専門 児童思春期精神医学
趣味 子どもとポケモンカードで遊ぶこと

医学部医学科
脳神経医科学講座

鳥取大学着任日：2021年4月1日

太田  三 恵 助教

お お た  み つ え

専門 精神科／精神薬理学
趣味 読書／ゴルフ

地域学部地域学科
人間形成コース

鳥取大学着任日：2021年4月1日

　

私
は
、
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
在
日

朝
鮮
人
3
世
で
す
。
祖
父
と
祖
母
が
日

本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
か
ら

日
本
に
渡
り
、
父
と
母
も
日
本
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
在

日
朝
鮮
人
が
通
う
朝
鮮
学
校
で
学
び
、

東
京
学
芸
大
学
、
一
橋
大
学
の
大
学
院

を
修
了
し
ま
し
た
。

　

私
の
問
題
関
心
は
、
国
籍
や
民
族
、

出
身
地
、
宗
教
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、

障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
人
々

が
平
等
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
け
る
か
、
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
排
除
や
社
会
の
分
断
が
、
弱
ま

る
ど
こ
ろ
か
強
ま
っ
て
い
る
と
さ
え
言

わ
れ
る
今
日
、
こ
の
問
い
に
挑
む
こ
と

は
、
時
に
絶
望
感
を
覚
え
さ
せ
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
絶
望
を

前
に
歩
み
を
止
め
て
も
、
社
会
は
何
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
共
生
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
。
こ
の
こ
と
は
社
会
の
担
い
手
た
る

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
遠
い
世
界
の
こ

と
と
し
て
で
は
な
く
、
足
元
か
ら
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
な
の

で
す
。

　

私
は
そ
の
あ
り
方
を
、
学
生
の
皆
さ

ん
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
大
切
に
し
た
い
の
は
、

平
易
な「
正
解
」を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
意
味
の
あ
る「
問
い
」を
立
て
る
と

い
う
姿
勢
で
す
。
学
び
問
う
場
で
あ
る

大
学
で
、
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
こ

と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
17
年
間
、
岡
山
県
の
公

立
高
校
で
教
諭
と
し
て
英
語
を
指
導
し

て
い
ま
し
た
。
自
分
が
英
語
を
教
え
る

立
場
か
ら
、
英
語
を
教
え
る
立
場
の
人

を
教
え
る
立
場
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か（
や
や
こ
し

い
で
す
ね
）。
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
専

門
は
英
語
教
育
学
で
す
。

　

英
語
に
限
ら
ず
言
語
指
導
で
は
、
唯

一
無
二
の
ベ
ス
ト
な
指
導
法
な
ど
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
目
の
前
に
い
る
児
童
・

生
徒
に
適
し
た
ベ
タ
ー
な
指
導
法
を
、

常
に
模
索
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
英
語
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
を
蓄
え
る
だ
け
で
な
く
、
常
に
知
識

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
り
、
今
の
自
分

の
指
導
法
が
適
切
か
ど
う
か
を
検
証
し

た
り
す
る
、
い
わ
ば
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
能

力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
の
趣
味
は
ス
ニ
ー
カ
ー

収
集
な
の
で
す
が
、
ス
ニ
ー
カ
ー
も
日

頃
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
や
ら
な

い
と
、
数
年
で
加
水
分
解
を
起
こ
し
て

ダ
メ
に
な
る
の
と
同
じ
で
す
ね（
笑
）。

　

こ
れ
ま
で
鳥
取
に
は
、
学
部
生
の
頃
、

数
回
仲
間
と
砂
丘
付
近
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
程
度
で
す
。
鳥
取
市
民
に
な
っ

て
数
カ
月
が
た
つ
の
で
す
が（
7
月
9

日
現
在
）、
新
型
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
あ

り
、
観
光
ら
し
い
観
光
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
お
気
に
入
り
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
共
に
生
き
る
」
―
そ
の
あ
り
方
を
問
い
考
え
る

英
語
指
導
も
ス
ニ
ー
カ
ー
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
事

呉  永 鎬 准教授

お  よ ん ほ

専門 教育社会学／教育史
趣味 ピアノ

地域学部地域学科
人間形成コース

鳥取大学着任日：2021年4月1日

青山　聡 講師

あ お や ま  さ と し

専門 英語教育学／第二言語習得／応用言語学
趣味 掃除／スニーカーを愛（め）でること
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　鳥取・米子両キャンパスにおいて、本学学生、教職員を
対象に新型コロナワクチンの職域接種（大学拠点接種）を
行いました。1回目を7月20日～8月1日（鳥取キャンパス）、
8月10日～8月13日、8月24日～8月27日（米子キャンパス）
に実施し、2回目を8月17日～8月29日（鳥取キャンパス）、
9月7日～9月10日、9月21日～9月24日（米子キャンパス）
に実施しました。本学学生の約65.2％が2回のワクチン接
種を終えました。
　接種を受けた学生からは、「学内で接種してもらえてあり
がたい」、「ワクチン接種が進んで、大学に活気が戻ってほ
しい」などの声が聞かれました。

　令和3年7月20日（火）、鳥取県立図書館大研修室におい
て、鳥取県との連携協定締結式が開催されました。式には
平井伸治鳥取県知事、中島学長、尾﨑医学部副学部長、
前垣医学部教授、梶谷医学部助教が出席しました（尾﨑副
学部長、前垣教授、梶谷助教はオンラインにて参加）。
　式では、「公衆衛生行政の体制強化に関する連携」「障が
い児医療の体制強化に関する連携」「災害派遣精神医療
チーム（鳥取県DPAT先遣隊）の派遣」の、3つの連携協定
が締結されました。これにより、行政との連携をさらに深め
つつ人材育成を図り、公衆衛生や障がい児医療および災害
時医療の体制充実を図ることが期待されます。

新型コロナワクチン職域接種を実施

2021.9.24

学生生活支援物資の受贈式を開催

2021.6.30

　「県内大学生の生活支援に貢献する取組み」として、県内
JA（JA鳥取いなば様・JA鳥取中央様・JA鳥取西部様）お
よびJA共済連鳥取様から、本学学生へ鳥取県産米「星空
舞」（2kg 1,000袋）が寄贈されることとなり、目録の受贈式
が行われました。
　受贈式では、目録贈呈の後、中島学長からJA鳥取いなば
代表理事組合長ならびにJA共済連鳥取運営委員会会長の
影井克博様へ感謝状が贈られ、中島学長からは、「学生の
仕送りやアルバイト収入が減少している中で、学生に対する
直接支援となり大変ありがたい。大学としても地域の温かい
気持ちを受け止め、教育・研究活動に一層励みたい」とお
礼の言葉が述べられました。

鳥取県と3つの連携協定を締結

2021.7.20

教
養
の
場

橋田  菜 々 子 さん

は し だ  な な こ

　「認知行動療法」が印象に残っています。
臨床での会話や身近な例を基に進むため、
講義内容に魅了されます。また、「正解は
一つでない」と強調してくださるので、自由に
考える事ができます。講義の終盤では、認
知行動療法を実際に試してみるため、学ん
だことを発揮できると感じました。

● 授業を受けた感想は？

　この講義では、自らで考え行動する方法を
学びます。また、対人援助者として役立つ
スキルの習得を目標としており、対人援助者
を目指すうえで有意義だと思い受講しました。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

医学部保健学科看護学専攻 1年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

大学院医学系研究科
臨床心理学専攻

担当教員

竹田 伸也教授

た け だ  し ん や
くよくよ考えてしまう。自信をもって行動できない。そうした考えや行
動が起こるカラクリがわかると、対人援助や自分のストレスケアなど、
私たちの暮らしのさまざまな場面で応用することができます。そうした
「生きた学び」を大切にした講義です。

発達心理学

認知のゆがみをキュラクター化した「ユガミン」

教養
科目

全学共通科目

教養
科目

入門
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

知と実践の融合

素敵な大人
　
L
I
N
E
が
既
読
に
な
っ
た
の
に
、
相
手
か

ら
す
ぐ
に
返
事
が
来
な
い
。
こ
ん
な
と
き
、「
私

の
こ
と
が
嫌
い
に
な
っ
た
の
か
も
」と
考
え
る
と

不
安
に
な
り
ま
す
。「
す
ぐ
に
返
事
し
な
い
な

ん
て
失
礼
だ
」と
思
う
と
腹
が
立
ち
ま
す
。「
手

が
離
せ
な
い
用
事
で
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
」と
思

う
と
、
感
情
の
波
風
は
立
ち
ま
せ
ん
。
同
じ
場

面
な
の
に
、
人
に
よ
っ
て
考
え
が
異
な
る
の
は
な

ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た「
ヒ
ト
の
な
ぜ
」

を
学
ぶ
た
め
の
医
学
部
学
生
を
対
象
に
開
講
し

て
い
る
講
義
で
す
。

　
本
講
義
で
は
、「
認
知
行
動
療
法
」を
通
し

て
、
人
の
心
理
を
深
く
理
解
す
る
力
を
養
い
ま

す
。
認
知
行
動
療
法
と
は
、
認
知（
物
事
の
捉

え
方
）と
行
動
に
働
き
か
け
て
、
問
題
解
決
を

は
か
る
心
理
療
法
で
す
。
な
ぜ
、
認
知
行
動
療

法
を
学
ん
で
ほ
し
い
か
。
そ
れ
は
、
医
学
部
で

学
ぶ
皆
さ
ん
に
、
一
歩
先
行
く
臨
床
家
や
研
究

者
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。
そ
し
て
、
自
分
を
大

切
に
す
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
の
図
に
は
8
匹
の「
ユ
ガ
ミ
ン
」

が
い
ま
す
。
冒
頭
で
お
話
し
た
、
同
じ
場
面
で

も
人
に
よ
っ
て
考
え
が
違
う
理
由
。
そ
れ
は
、

心
の
中
に
飼
っ
て
い
る
ユ
ガ
ミ
ン（
考
え
方
の
癖
）

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
で
す
。
こ
ん
な
ふ

う
に
、
考
え
の
カ
ラ
ク
リ
が
わ
か
る
と
、マ
イ
ナ

ス
思
考
と
距
離
を
置
い
て
自
分
の
心
を
ケ
ア
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
時
代
を

生
き
抜
く
心
強
い
味
方「
認
知
行
動
療
法
」を
、

講
義
を
通
し
て
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
悩
み
を
考
え

行
動
か
ら

一
歩
一
歩
解
決
す
る
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　鳥取・米子両キャンパスにおいて、本学学生、教職員を
対象に新型コロナワクチンの職域接種（大学拠点接種）を
行いました。1回目を7月20日～8月1日（鳥取キャンパス）、
8月10日～8月13日、8月24日～8月27日（米子キャンパス）
に実施し、2回目を8月17日～8月29日（鳥取キャンパス）、
9月7日～9月10日、9月21日～9月24日（米子キャンパス）
に実施しました。本学学生の約65.2％が2回のワクチン接
種を終えました。
　接種を受けた学生からは、「学内で接種してもらえてあり
がたい」、「ワクチン接種が進んで、大学に活気が戻ってほ
しい」などの声が聞かれました。

　令和3年7月20日（火）、鳥取県立図書館大研修室におい
て、鳥取県との連携協定締結式が開催されました。式には
平井伸治鳥取県知事、中島学長、尾﨑医学部副学部長、
前垣医学部教授、梶谷医学部助教が出席しました（尾﨑副
学部長、前垣教授、梶谷助教はオンラインにて参加）。
　式では、「公衆衛生行政の体制強化に関する連携」「障が
い児医療の体制強化に関する連携」「災害派遣精神医療
チーム（鳥取県DPAT先遣隊）の派遣」の、3つの連携協定
が締結されました。これにより、行政との連携をさらに深め
つつ人材育成を図り、公衆衛生や障がい児医療および災害
時医療の体制充実を図ることが期待されます。

新型コロナワクチン職域接種を実施

2021.9.24

学生生活支援物資の受贈式を開催

2021.6.30

　「県内大学生の生活支援に貢献する取組み」として、県内
JA（JA鳥取いなば様・JA鳥取中央様・JA鳥取西部様）お
よびJA共済連鳥取様から、本学学生へ鳥取県産米「星空
舞」（2kg 1,000袋）が寄贈されることとなり、目録の受贈式
が行われました。
　受贈式では、目録贈呈の後、中島学長からJA鳥取いなば
代表理事組合長ならびにJA共済連鳥取運営委員会会長の
影井克博様へ感謝状が贈られ、中島学長からは、「学生の
仕送りやアルバイト収入が減少している中で、学生に対する
直接支援となり大変ありがたい。大学としても地域の温かい
気持ちを受け止め、教育・研究活動に一層励みたい」とお
礼の言葉が述べられました。

鳥取県と3つの連携協定を締結

2021.7.20

教
養
の
場

橋田  菜 々 子 さん

は し だ  な な こ

　「認知行動療法」が印象に残っています。
臨床での会話や身近な例を基に進むため、
講義内容に魅了されます。また、「正解は
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知行動療法を実際に試してみるため、学ん
だことを発揮できると感じました。

● 授業を受けた感想は？

　この講義では、自らで考え行動する方法を
学びます。また、対人援助者として役立つ
スキルの習得を目標としており、対人援助者
を目指すうえで有意義だと思い受講しました。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

医学部保健学科看護学専攻 1年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

大学院医学系研究科
臨床心理学専攻

担当教員

竹田 伸也教授

た け だ  し ん や
くよくよ考えてしまう。自信をもって行動できない。そうした考えや行
動が起こるカラクリがわかると、対人援助や自分のストレスケアなど、
私たちの暮らしのさまざまな場面で応用することができます。そうした
「生きた学び」を大切にした講義です。

発達心理学

認知のゆがみをキュラクター化した「ユガミン」
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科目

全学共通科目

教養
科目
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科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

知と実践の融合
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の
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手
か
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事
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い
。
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嫌
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」と
考
え
る
と

不
安
に
な
り
ま
す
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ぐ
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返
事
し
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い
な
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失
礼
だ
」と
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ま
す
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手
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離
せ
な
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事
で
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あ
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ん
だ
ろ
う
」と
思
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と
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立
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ま
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ん
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同
じ
場

面
な
の
に
、
人
に
よ
っ
て
考
え
が
異
な
る
の
は
な

ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
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し
た「
ヒ
ト
の
な
ぜ
」

を
学
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た
め
の
医
学
部
学
生
を
対
象
に
開
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し
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る
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で
す
。
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は
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と
は
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事
の
捉

え
方
）と
行
動
に
働
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か
け
て
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問
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解
決
を

は
か
る
心
理
療
法
で
す
。
な
ぜ
、
認
知
行
動
療

法
を
学
ん
で
ほ
し
い
か
。
そ
れ
は
、
医
学
部
で

学
ぶ
皆
さ
ん
に
、
一
歩
先
行
く
臨
床
家
や
研
究

者
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。
そ
し
て
、
自
分
を
大

切
に
す
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
の
図
に
は
8
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の「
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ガ
ミ
ン
」

が
い
ま
す
。
冒
頭
で
お
話
し
た
、
同
じ
場
面
で

も
人
に
よ
っ
て
考
え
が
違
う
理
由
。
そ
れ
は
、

心
の
中
に
飼
っ
て
い
る
ユ
ガ
ミ
ン（
考
え
方
の
癖
）

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
で
す
。
こ
ん
な
ふ

う
に
、
考
え
の
カ
ラ
ク
リ
が
わ
か
る
と
、マ
イ
ナ

ス
思
考
と
距
離
を
置
い
て
自
分
の
心
を
ケ
ア
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
時
代
を

生
き
抜
く
心
強
い
味
方「
認
知
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法
」を
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通
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て
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入
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。
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本
号
で
は「
誰
も
が
輝
く
キ
ャ
ン
パ
ス

を
目
指
し
て
」と
題
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
を
特
集
し
ま
し

た
。
細
井
室
長
を
は
じ
め
と
す
る
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
員
の
皆

さ
ん
が
、
鳥
取
大
学
を
性
別
、
国
籍
、

人
種
、
宗
教
な
ど
の
違
い
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
が
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
に
し
て
い
こ
う
と
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も

熱
心
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
取

材
後
も
今
年
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
動

テ
ー
マ
で
あ
る「
生
理
」に
つ
い
て
、学
生
、

教
職
員
に
向
け
て
研
修
動
画
を
配
信
し

て
い
ま
し
た
。
教
職
員
一
同
、
学
生
と

協
力
し
な
が
ら
今
後
も
よ
り
良
い
キ
ャ
ン

パ
ス
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
号
か
ら
、令
和
3
年
度
に
本

学
へ
着
任
し
ま
し
た
新
任
教
員
の
紹
介

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
毎
号
4
名
も
し

く
は
3
名
の
先
生
に
ご
登
場
い
た
だ
く

予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し

て
取
材
や
撮
影
、
編
集
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
よ
り
良
い
広
報
誌
作
成
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。
最
後
ま
で
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　
医
学
部
サ
ー
フ
ィ
ン
部
は
現
在
、
部
員

48
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ノ
リ
の
い
い

部
員
が
多
く
、
活
気
の
あ
る
部
活
で
す
。

活
動
に
決
ま
っ
た
曜
日
・
時
間
な
ど
は
な

く
、
海
に
波
の
あ
る
日
に
行
き
た
い
部
員

が
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
に
行
く
と
い
う
自
由

な
ス
タ
イ
ル
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
朝
の

ほ
う
が
い
い
波
が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
早
朝
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
、
大
学

で
勉
強
を
し
、
夕
方
は
バ
イ
ト
を
す
る
と

い
う
生
活
を
し
て
い
る
部
員
も
い
ま
す
。

早
寝
早
起
き
に
加
え
て
運
動
も
で
き
る
の

で
、と
て
も
充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
す
。

　
主
に
、
全
日
本
医
科
歯
科
学
生
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
と
鳥
大
杯
の
2
大
会

を
目
指
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
鳥
大

杯
で
は
、
鳥
取
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
ー
フ
ィ
ン

部
と
合
同
で
大
会
を
開
催
し
、
O
B
さ
ん

も
参
加
し
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し

た
ら
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
サ
ー
フ
ト
リ
ッ

プ
も
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
は
自
然
相
手
の
ス
ポ
ー
ツ
な

の
で
、
毎
回
環
境
が
変
わ
り
ま
す
。
全
く

同
じ
波
が
起
き
る
こ
と
は
な
く
、
繰
り
返

し
の
練
習
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
辛
抱
強
く

練
習
し
な
い
と
上
達
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
先
に
味
わ
え
る
、
大
自
然
に
溶

け
込
ん
で
波
と
一
体
に
な
っ
て
疾
走
す
る
、

あ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
正
式
種
目
と

な
り
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鳥
取
県
は
海
が
近

く
に
あ
る
と
い
う
サ
ー
フ
ィ
ン
に
も
っ
て
こ

い
の
環
境
な
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ

経
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

i r c l e  A c t i v i t i e sC

本田  敬騎さん
ほんだ  ひ ろ き

医学部生命科学科 3年

部 長
医
学
部
サ
ー
フ
ィ
ン
部

サ
ー
ク
ル
紹
介

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
!!

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00
お問い合わせ 鳥取大学地域価値創造研究教育機構

地域連携推進室 TEL 0857-31-6777

会　場

鳥取県立図書館 2階 大研修室
（鳥取市尚徳町101）

・発熱やせきなど体調に不良のある場合はご遠慮ください。 
・マスク着用と手指消毒にご協力ください。

zoomを利用してご自宅でも視聴できます。

受講のお申し込みはこちらから

テーマ／講師

サイエンス・アカデミーのご案内
要予約 受講料無料

地域学部地域学科　講師
アレクサンダー・ギンナン

グローバル時代における「地域」の可能性
‐実践教育の観点から11/27土

工学部社会システム土木系学科　准教授
野口 竜也

地震のしくみと地震の備え
12/11土

医学部医学科　助教
紙本 美菜子

アートが彩る地域医療
1/8土

医学部保健学科　助教
河月 稔

認知機能の低下を防ぐことはできるのか？
1/22土

LIVE

米子市立図書館、倉吉市立図書館、
琴浦町立図書館、加藤文太郎記念図書館、
大山町立図書館※、南部町立図書館※

でライブ中継による聴講ができます。
※印の図書館は、第4土曜日のみ

●事前申し込み制です！
　開催の前の月から受付を開始いたします。申し込みの締
め切りは開催日の前日正午です。ただし、満席の場合は
お断りすることもありますのでお早めにお申込みください。
●キャンセルされる場合は前日の正午までにご連絡をお願
いいたします。
●コロナウィルス感染状況により、中止または延期、開催方
法を変更する場合がございます。

た
く
さ
ん
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　鳥取大学創立70周年記念事業の実施にあたり、皆様から予想を上回るご寄附をいただき
ましたことに、心より感謝申し上げます。
　皆様からの温かいご支援のお陰をもちまして、記念式典、記念講演会
及び記念祝賀会を挙行するとともに、記念酒の製造や記念誌の発刊など
の事業も実施し、70周年記念事業のすべてを終えることができました。
　ご寄附を賜りました全ての皆様に重ねまして御礼申し上げます。

鳥取大学創立70周年記念事業募金への
皆様方のご支援に心よりお礼申し上げます。

国立大学法人 鳥取大学 総務企画部 総務企画課ご寄付に関するお問い合わせ 鳥取大学の基金〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101 Tel 0857-31-5006
★詳しくは・・・

学生支援のための「みらい基金」「修学支援金」につきましては、
引き続きご寄付をお願いしておりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

修学支援事業基金（緊急給付型支援金を含みます）みらい基金
本学の基本理念に基づく目標の達成のために助成し、
もって本学の振興に資することを目的としています。

経済的理由により修学が困難な学生を
支援することを目的としています。

【教育研究支援事業】
【学 生 支 援 事 業】
【国際交流支援事業】

【地域貢献支援事業】

教育研究の設備整備、高度化の支援などを行います。
優秀な学生への奨学金、課外活動の支援などを行います。
本学学生の留学、外国人留学生の修学、学術交流の活
性化の支援などを行います。
地域との連携推進、産官学の連携強化の支援などを行
います。

【授業料等免除事業】
【奨 学 金 事 業】

【留 学 支 援 事 業】
【TA・RA事 業】

授業料、入学料又は寄宿料を免除する支援を行います。
学資を給付又は貸与する支援を行います。
（鳥取大学とりりん奨学金）
海外への留学に係る費用を支援します。
学生を教育研究に係る業務に雇用するために係る経費を
支援します。

Many th
anks

鳥取大学創立70周年記念事業
委員長（周年事業担当副学長） 山口 武視
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本
号
で
は「
誰
も
が
輝
く
キ
ャ
ン
パ
ス

を
目
指
し
て
」と
題
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
を
特
集
し
ま
し

た
。
細
井
室
長
を
は
じ
め
と
す
る
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
室
員
の
皆

さ
ん
が
、
鳥
取
大
学
を
性
別
、
国
籍
、

人
種
、
宗
教
な
ど
の
違
い
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
が
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
に
し
て
い
こ
う
と
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も

熱
心
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
取

材
後
も
今
年
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
動

テ
ー
マ
で
あ
る「
生
理
」に
つ
い
て
、学
生
、

教
職
員
に
向
け
て
研
修
動
画
を
配
信
し

て
い
ま
し
た
。
教
職
員
一
同
、
学
生
と

協
力
し
な
が
ら
今
後
も
よ
り
良
い
キ
ャ
ン

パ
ス
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
号
か
ら
、令
和
3
年
度
に
本

学
へ
着
任
し
ま
し
た
新
任
教
員
の
紹
介

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
毎
号
4
名
も
し

く
は
3
名
の
先
生
に
ご
登
場
い
た
だ
く

予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
し

て
取
材
や
撮
影
、
編
集
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
よ
り
良
い
広
報
誌
作
成
の
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。
最
後
ま
で
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　
医
学
部
サ
ー
フ
ィ
ン
部
は
現
在
、
部
員

48
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ノ
リ
の
い
い

部
員
が
多
く
、
活
気
の
あ
る
部
活
で
す
。

活
動
に
決
ま
っ
た
曜
日
・
時
間
な
ど
は
な

く
、
海
に
波
の
あ
る
日
に
行
き
た
い
部
員

が
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
に
行
く
と
い
う
自
由

な
ス
タ
イ
ル
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
朝
の

ほ
う
が
い
い
波
が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
早
朝
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
、
大
学

で
勉
強
を
し
、
夕
方
は
バ
イ
ト
を
す
る
と

い
う
生
活
を
し
て
い
る
部
員
も
い
ま
す
。

早
寝
早
起
き
に
加
え
て
運
動
も
で
き
る
の

で
、と
て
も
充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
す
。

　
主
に
、
全
日
本
医
科
歯
科
学
生
サ
ー

フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
と
鳥
大
杯
の
2
大
会

を
目
指
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
鳥
大

杯
で
は
、
鳥
取
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
ー
フ
ィ
ン

部
と
合
同
で
大
会
を
開
催
し
、
O
B
さ
ん

も
参
加
し
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し

た
ら
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
サ
ー
フ
ト
リ
ッ

プ
も
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
は
自
然
相
手
の
ス
ポ
ー
ツ
な

の
で
、
毎
回
環
境
が
変
わ
り
ま
す
。
全
く

同
じ
波
が
起
き
る
こ
と
は
な
く
、
繰
り
返

し
の
練
習
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
辛
抱
強
く

練
習
し
な
い
と
上
達
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
先
に
味
わ
え
る
、
大
自
然
に
溶

け
込
ん
で
波
と
一
体
に
な
っ
て
疾
走
す
る
、

あ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
正
式
種
目
と

な
り
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鳥
取
県
は
海
が
近

く
に
あ
る
と
い
う
サ
ー
フ
ィ
ン
に
も
っ
て
こ

い
の
環
境
な
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ

経
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

i r c l e  A c t i v i t i e sC

本田  敬騎さん
ほんだ  ひ ろ き

医学部生命科学科 3年

部 長
医
学
部
サ
ー
フ
ィ
ン
部

サ
ー
ク
ル
紹
介

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
!!

測る、創る、診る
～技術で地域を支えます～

鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで
鳥取・倉吉・米子を拠点に
測量・調査・設計から維持管理まで

日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00
お問い合わせ 鳥取大学地域価値創造研究教育機構

地域連携推進室 TEL 0857-31-6777

会　場

鳥取県立図書館 2階 大研修室
（鳥取市尚徳町101）

・発熱やせきなど体調に不良のある場合はご遠慮ください。 
・マスク着用と手指消毒にご協力ください。

zoomを利用してご自宅でも視聴できます。

受講のお申し込みはこちらから

テーマ／講師

サイエンス・アカデミーのご案内
要予約 受講料無料

地域学部地域学科　講師
アレクサンダー・ギンナン

グローバル時代における「地域」の可能性
‐実践教育の観点から11/27土

工学部社会システム土木系学科　准教授
野口 竜也

地震のしくみと地震の備え
12/11土

医学部医学科　助教
紙本 美菜子

アートが彩る地域医療
1/8土

医学部保健学科　助教
河月 稔

認知機能の低下を防ぐことはできるのか？
1/22土

LIVE

米子市立図書館、倉吉市立図書館、
琴浦町立図書館、加藤文太郎記念図書館、
大山町立図書館※、南部町立図書館※

でライブ中継による聴講ができます。
※印の図書館は、第4土曜日のみ

●事前申し込み制です！
　開催の前の月から受付を開始いたします。申し込みの締
め切りは開催日の前日正午です。ただし、満席の場合は
お断りすることもありますのでお早めにお申込みください。
●キャンセルされる場合は前日の正午までにご連絡をお願
いいたします。
●コロナウィルス感染状況により、中止または延期、開催方
法を変更する場合がございます。

た
く
さ
ん
の
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　鳥取大学創立70周年記念事業の実施にあたり、皆様から予想を上回るご寄附をいただき
ましたことに、心より感謝申し上げます。
　皆様からの温かいご支援のお陰をもちまして、記念式典、記念講演会
及び記念祝賀会を挙行するとともに、記念酒の製造や記念誌の発刊など
の事業も実施し、70周年記念事業のすべてを終えることができました。
　ご寄附を賜りました全ての皆様に重ねまして御礼申し上げます。

鳥取大学創立70周年記念事業募金への
皆様方のご支援に心よりお礼申し上げます。

国立大学法人 鳥取大学 総務企画部 総務企画課ご寄付に関するお問い合わせ 鳥取大学の基金〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101 Tel 0857-31-5006
★詳しくは・・・

学生支援のための「みらい基金」「修学支援金」につきましては、
引き続きご寄付をお願いしておりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

修学支援事業基金（緊急給付型支援金を含みます）みらい基金
本学の基本理念に基づく目標の達成のために助成し、
もって本学の振興に資することを目的としています。

経済的理由により修学が困難な学生を
支援することを目的としています。

【教育研究支援事業】
【学 生 支 援 事 業】
【国際交流支援事業】

【地域貢献支援事業】

教育研究の設備整備、高度化の支援などを行います。
優秀な学生への奨学金、課外活動の支援などを行います。
本学学生の留学、外国人留学生の修学、学術交流の活
性化の支援などを行います。
地域との連携推進、産官学の連携強化の支援などを行
います。

【授業料等免除事業】
【奨 学 金 事 業】

【留 学 支 援 事 業】
【TA・RA事 業】

授業料、入学料又は寄宿料を免除する支援を行います。
学資を給付又は貸与する支援を行います。
（鳥取大学とりりん奨学金）
海外への留学に係る費用を支援します。
学生を教育研究に係る業務に雇用するために係る経費を
支援します。

Many th
anks

鳥取大学創立70周年記念事業
委員長（周年事業担当副学長） 山口 武視
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編集発行／広報委員会広報誌編集専門委員会 2021年11月発行
塩﨑一郎（工学部）
藏田修一（総務企画課）

西村正広（医学部）
保坂理和子（研究推進機構）

関　耕二（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

會見忠則（委員長・農学部）
辻　　渉（農学部）

鳥取大学広報誌 検索検索

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  https://www.tottori-u.ac.jp/ask/  をご覧ください

化学の力を利用して目には見えない
ナノレベルのものづくりで世界を先駆ける

注目の
研究

地域学部地域学科 地域創造コース
村田研究室

私たちの
研究室

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には
使用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって
代えさせていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（月）

A4
トートバッグ

トリカツ！

教養の場

新任教員
紹介 地域学部地域学科 ／ 医学部医学科

教養科目「発達心理学」

誰もが輝く
キャンパスを
目指して

特集

10名様
合計

鳥取大学公式
Facebook & twitter

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

@tottori_univ
@toririn

フォローしてね
鳥取大学の　    をつぶやいています！今

体育会弓道部
心と技を磨き、弓道の真髄を目指す！




